
(57)【要約】

【課題】故障や異常が発生した場合に、それらを直ちに

発見して計量の信頼性を向上させることができる電子式

電力量計を提供する。

【解決手段】それぞれが３線の内の基準線と当該線との

線間電圧と当該線に流れる電流とを乗算して個別電力量

を算出する複数の個別電力量算出部１１，１２と、複数

の個別電力量算出部１１，１２に対応して設けられ、そ

れぞれが当該個別電力量算出部からの個別電力量を記憶

する複数の個別電力量記憶部１５，１６と、複数の個別

電力量算出部１１，１２からの複数の個別電力量とを合

成して得られた総合電力量を記憶する総合電力量記憶部

１４と、総合電力量記憶部１４に記憶されている総合電

力量を外部に出力し且つ複数の個別電力量記憶部１５，

１６に記憶されている複数の個別電力量に基づいて異常

の有無を判定する制御部１３とを備える。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 源 側 か ら の 複 数 線 の 数 よ り １ だ け 少 な い 数 だ け 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ が 前 記 複 数 線 の 内 の
基 準 線 と 当 該 線 と の 線 間 電 圧 と 当 該 線 に 流 れ る 電 流 と を 乗 算 し て 個 別 電 力 量 を 算 出 す る 複
数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 と 、
前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ が 当 該 個 別 電 力 量 算 出 部 か ら
の 前 記 個 別 電 力 量 を 記 憶 す る 複 数 の 個 別 電 力 量 記 憶 部 と 、
前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 か ら の 複 数 の 個 別 電 力 量 と を 合 成 し て 得 ら れ た 総 合 電 力 量 を
記 憶 す る 総 合 電 力 量 記 憶 部 と 、
前 記 総 合 電 力 量 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 総 合 電 力 量 を 外 部 に 出 力 し 、 且 つ 前 記 複 数 の 個 別
電 力 量 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 複 数 の 個 別 電 力 量 に 基 づ い て 異 常 の 有 無 を 判 定 す る 制 御 部
と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 子 式 電 力 量 計 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 部 は 、 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 を 備 え 、
前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 の 少 な く と も １ つ が 、 所
定 範 囲 以 外 の 値 に な っ た と き に 異 常 が 発 生 し た こ と を 判 定 し 、 そ の 旨 を 前 記 異 常 判 定 情 報
記 憶 部 に 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 式 電 力 量 計 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 の 各 々 は 、 前 記 個 別 電 力 量 を 該 個 別 電 力 量 に 対 応 す る 周 波 数
及 び 符 号 を 有 す る パ ル ス に 変 換 し 、
前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 記 憶 部 は 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 か ら 送 ら れ て く る パ ル ス 数
を 積 算 し て 記 憶 し 、
前 記 総 合 電 力 量 記 憶 部 は 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 か ら 送 ら れ て く る 複 数 の パ ル ス 数
及 び 符 号 を 考 慮 し て 積 算 し て 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 電 子 式 電 力 量 計 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 は 、 前 記 制 御 部 と 一 体 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 子 式 電 力 量 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 子 式 電 力 量 計 に 関 し 、 特 に 計 量 の 信 頼 性 を 高 め る 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 電 力 を 計 量 す る た め に 電 力 量 計 が 使 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な 電 力 量 計 と し て 、 従
来 か ら 誘 導 形 電 力 量 計 が 使 用 さ れ て い る が 、 近 年 は 、 取 付 ス ペ ー ス を 小 さ く で き 、 し か も
機 械 的 可 動 部 が な い た め 、 取 付 方 向 に 制 約 が な い 電 子 式 電 力 量 計 が 普 及 し つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ６ は こ の よ う な 電 子 式 電 力 量 計 の １ つ で あ る 単 相 ３ 線 式 の 低 圧 用 電 子 式 電 力 量 計 の 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 電 子 式 電 力 量 計 は 、 電 源 側 端 子 ２ 、 負 荷 側 端 子 ３ 、 第 １ 電
流 検 出 部 （ Ｃ Ｔ １ ） ４ 、 第 １ 電 圧 検 出 部 （ Ｖ Ｔ １ ） ５ 、 第 ３ 電 流 検 出 部 （ Ｃ Ｔ ３ ） ６ 、 第
３ 電 圧 検 出 部 （ Ｖ Ｔ ３ ） ７ 、 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ 、 表 示 部 ９ 及 び 通 信 部 １ ０ か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
電 源 側 端 子 ２ は 、 電 源 の ニ ュ ー ト ラ ル 相 （ Ｎ 相 ） が 接 続 さ れ る 端 子 ２ Ｓ 、 第 １ 相 が 接 続 さ
れ る 端 子 １ Ｓ 及 び 第 ３ 相 が 接 続 さ れ る 端 子 ３ Ｓ か ら 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 単 相 ３ 線 式 の
場 合 に は 、 第 １ 相 の 電 力 と 第 ３ 相 の 電 力 と は 位 相 が 異 な る 訳 で は な い （ 単 相 で あ る ） が 、
本 明 細 書 で は 便 宜 上 、 「 第 １ 相 」 及 び 「 第 ３ 相 」 と 呼 ぶ 。 同 様 に 、 負 荷 側 端 子 ３ は 、 負 荷
の ニ ュ ー ト ラ ル 相 （ Ｎ 相 ） に 接 続 さ れ る 端 子 ２ Ｌ 、 第 １ 相 に 接 続 さ れ る 端 子 １ Ｌ 及 び 第 ３
相 に 接 続 さ れ る 端 子 ３ Ｌ か ら 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
第 １ 電 流 検 出 部 ４ は 、 第 １ 相 の 電 流 経 路 に 設 け ら れ て お り 、 端 子 １ Ｓ か ら 端 子 １ Ｌ に 流 れ
る 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 Ｉ １ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ に 送 る 。 第 １ 電 圧 検 出 部 ５ は 、 Ｎ
相 と 第 １ 相 と の 間 の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 圧 Ｖ １ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ に 送 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ３ 電 流 検 出 部 ６ は 、 第 ３ 相 の 電 流 経 路 に 設 け ら れ て お り 、 端 子 ３ Ｓ か ら 端 子 ３ Ｌ に 流 れ
る 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 Ｉ ３ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ に 送 る 。 第 ３ 電 圧 検 出 部 ７ は 、 Ｎ
相 と 第 ３ 相 と の 間 の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 圧 Ｖ ３ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ に 送 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
計 量 ・ 制 御 部 ８ は 、 第 １ 電 流 検 出 部 ４ か ら の 電 流 Ｉ １ 、 第 １ 電 圧 検 出 部 ５ か ら の 電 圧 Ｖ １
、 第 ３ 電 流 検 出 部 ６ か ら の 電 流 Ｉ ３ 及 び 第 ３ 電 圧 検 出 部 ７ か ら の 電 圧 Ｖ ３ に 基 づ い て 電 力
量 を 計 量 す る 。 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ の 詳 細 は 後 述 す る 。 表 示 部 ９ は 、 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ で 計
量 さ れ た 電 力 量 や そ の 他 の 情 報 を 表 示 す る 。 通 信 部 １ ０ は 、 遠 隔 検 針 や 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ
へ の 各 種 設 定 を 行 う た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ７ は 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ の 詳 細 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ は 、 第
１ 電 力 乗 算 部 ７ １ 、 第 ３ 電 力 乗 算 部 ７ ２ 、 合 成 － パ ル ス 変 換 部 ７ ３ 及 び パ ル ス 処 理 ・ 計 量
・ 制 御 部 １ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 １ 電 力 乗 算 部 ７ １ は 、 第 １ 電 流 検 出 部 ４ で 検 出 さ れ た 電 流 Ｉ １ と 第 １ 電 圧 検 出 部 ５ で 検
出 さ れ た 電 圧 Ｖ １ と を 乗 算 す る こ と に よ り 第 １ 相 の 電 力 を 算 出 し 、 合 成 － パ ル ス 変 換 部 ７
３ に 送 る 。 第 ３ 電 力 乗 算 部 ７ ２ は 、 第 ３ 電 流 検 出 部 ６ で 検 出 さ れ た 電 流 Ｉ ３ と 第 ３ 電 圧 検
出 部 ７ で 検 出 さ れ た 電 圧 Ｖ ３ と を 乗 算 す る こ と に よ り 第 ３ 相 の 電 力 を 算 出 し 、 合 成 － パ ル
ス 変 換 部 ７ ３ に 送 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
合 成 － パ ル ス 変 換 部 ７ ３ は 、 第 １ 電 力 乗 算 部 ７ １ で 算 出 さ れ た 電 力 と 、 第 ３ 電 力 乗 算 部 ７
２ で 算 出 さ れ た 電 力 と を 合 成 し 、 こ の 合 成 さ れ た 電 力 に 比 例 し た 周 波 数 の パ ル ス に 変 換 す
る 。 こ の 合 成 － パ ル ス 変 換 部 ７ ３ で 得 ら れ た パ ル ス は 、 電 力 量 パ ル ス を 表 す パ ル ス 信 号 と
し て 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 例 え ば マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ か ら 構 成 さ れ て お り 、 合
成 － パ ル ス 変 換 部 ７ ３ か ら 送 ら れ て く る パ ル ス 信 号 に 含 ま れ る 電 力 量 パ ル ス を 総 合 電 力 量
記 憶 部 １ ４ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） す る 。 そ し て 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 総 合 電
力 量 記 憶 部 １ ４ に 記 憶 さ れ て い る 総 合 電 力 量 を 表 示 部 ９ に 送 る 。 こ れ に よ り 、 総 合 電 力 量
が 表 示 部 ９ に 表 示 さ れ る 。 ま た 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 総 合 電 力 量 記 憶 部 １
４ に 記 憶 さ れ て い る 総 合 電 力 量 を 通 信 部 １ ０ に 送 る 。 こ れ に よ り 、 通 信 部 １ ０ は 、 総 合 電
力 量 を 電 力 会 社 に 送 信 し 、 電 力 会 社 は こ の 総 合 電 力 量 に 基 づ い て 課 金 等 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
な お 、 従 来 の 電 子 式 電 力 量 計 に 関 連 す る 従 来 技 術 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 ３ １ １ ２ ６ １ １ 号 （ 第 ３ 頁 － ６ 頁 、 第 ５ 図 ）
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 電 子 式 電 力 量 計 に お い て は 、 第 １ 電 力 乗 算 部 ７ １ 又 は 第 ３
電 力 乗 算 部 ７ ２ の 片 方 が 故 障 し た 場 合 は 正 し い 計 量 が で き な く な る が 、 電 力 量 計 の 動 作 状
態 は 負 荷 の 状 態 に 依 存 し て 変 動 す る た め 、 故 障 の 発 見 が 遅 れ る 場 合 が あ る 。 ま た 、 電 力 量
計 が 定 格 電 力 内 で 動 作 し て い て も 、 第 １ 相 と 第 ３ 相 の 電 力 の バ ラ ン ス が 大 き く 崩 れ て い る
と 片 側 の 相 の 容 量 を 超 え る 場 合 が あ る が 、 こ の よ う な 異 常 も 発 見 が 遅 れ て し ま う 場 合 が あ
る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 は 、 故 障 や
異 常 が 発 生 し た 場 合 に 、 そ れ ら を 直 ち に 発 見 し て 計 量 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
電 子 式 電 力 量 計 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 は 、 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 電 源 側
か ら の 複 数 線 の 数 よ り １ だ け 少 な い 数 だ け 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ が 前 記 複 数 線 の 内 の 基 準 線
と 当 該 線 と の 線 間 電 圧 と 当 該 線 に 流 れ る 電 流 と を 乗 算 し て 個 別 電 力 量 を 算 出 す る 複 数 の 個
別 電 力 量 算 出 部 と 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ が 当 該 個
別 電 力 量 算 出 部 か ら の 前 記 個 別 電 力 量 を 記 憶 す る 複 数 の 個 別 電 力 量 記 憶 部 と 、 前 記 複 数 の
個 別 電 力 量 算 出 部 か ら の 複 数 の 個 別 電 力 量 と を 合 成 し て 得 ら れ た 総 合 電 力 量 を 記 憶 す る 総
合 電 力 量 記 憶 部 と 、 前 記 総 合 電 力 量 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 総 合 電 力 量 を 外 部 に 出 力 し 、
且 つ 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 複 数 の 個 別 電 力 量 に 基 づ い て 異 常 の 有
無 を 判 定 す る 制 御 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 総 合 電 力 量 の 他 に 、 複 数 の 個 別 電 力 量 を も 記 憶 す る よ う に 構 成
さ れ て い る の で 、 こ れ ら 複 数 の 個 別 電 力 量 を 参 照 す る こ と に よ り 、 故 障 又 は 異 常 の 有 無 を
い ち 早 く 発 見 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 前 記 制 御 部 は 、 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 を 備 え 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量
記 憶 部 に 記 憶 さ れ た 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 の 少 な く と も １ つ が 、 所 定 範 囲 以 外 の 値 に な っ
た と き に 異 常 が 発 生 し た こ と を 判 定 し 、 そ の 旨 を 前 記 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 に 記 憶 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 を 参 照 す る こ と に よ り 、 何 時 で も 故 障 又 は
異 常 の 有 無 を 知 る こ と が で き る の で 、 こ れ ら を い ち 早 く 発 見 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 の 各 々 は 、 前 記 個 別 電 力 量 を 該
個 別 電 力 量 に 対 応 す る 周 波 数 及 び 符 号 を 有 す る パ ル ス に 変 換 し 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 記
憶 部 は 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 か ら 送 ら れ て く る パ ル ス 数 を 積 算 し て 記 憶 し 、 前 記
総 合 電 力 量 記 憶 部 は 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 か ら 送 ら れ て く る 複 数 の パ ル ス 数 及 び
符 号 を 考 慮 し て 積 算 し て 記 憶 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
更 に 、 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 前 記 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 は 、 前 記 制 御 部 と 一 体 に 形 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 個 別 電 力 量 算 出 部 及 び 制 御 部 を ワ ン チ ッ プ 化 す る こ と が
容 易 に な り 、 電 子 式 電 力 量 計 を 小 型 且 つ 安 価 に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 を 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 は 、 図 ６ に 示 し た 従 来 の 電 子 式 電 力 量 計
の 中 の 計 量 ・ 制 御 部 ８ ａ に 対 し て 、 計 量 ・ 制 御 部 ８ の 構 成 が 異 な る 。 こ の た め 、 電 子 式 電
力 量 計 の 全 体 の 説 明 は 省 略 す る も の と し 、 計 量 ・ 制 御 部 ８ の 構 成 及 び 動 作 の み を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 ８ の 構 成 を 示 す ブ
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ロ ッ ク 図 で あ る 。 計 量 ・ 制 御 部 ８ は 、 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ 、 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変
換 部 １ ２ 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ は 、 第 １ 電 流 検 出 部 ４ か ら の 電 流 Ｉ １ と 第 １ 電 圧 検 出 部 ５ か
ら の 電 圧 Ｖ １ と を 乗 算 す る こ と に よ り 第 １ 相 の 電 力 を 算 出 し 、 更 に 、 こ の 算 出 さ れ た 電 力
を 、 該 電 力 に 比 例 し た 周 波 数 を 有 し 且 つ 正 （ ＋ ） 又 は 負 （ － ） の 符 号 を 有 す る パ ル ス に 変
換 す る 。 こ の 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ で 得 ら れ た パ ル ス は 、 電 力 量 パ ル ス を 表 す パ ル
ス 信 号 と し て 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ ２ は 、 第 ３ 電 流 検 出 部 ６ か ら の 電 流 Ｉ ３ と 第 ３ 電 圧 検 出 部 ７ か
ら の 電 圧 Ｖ ３ と を 乗 算 す る こ と に よ り 第 ３ 相 の 電 力 を 算 出 し 、 更 に 、 こ の 算 出 さ れ た 電 力
を 、 該 電 力 に 比 例 し た 周 波 数 を 有 し 且 つ 正 （ ＋ ） 又 は 負 （ － ） の 符 号 を 有 す る パ ル ス に 変
換 す る 。 こ の 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ ２ で 得 ら れ た パ ル ス は 、 電 力 量 パ ル ス を 表 す パ ル
ス 信 号 と し て 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 例 え ば マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ か ら 構 成 さ れ て お り 、 総
合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ 、 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ５ 、 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ 及 び 異 常 判 定 情
報 記 憶 部 １ ７ を 備 え て い る 。 こ の パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 第 １ 電 力 － パ ル ス 変
換 部 １ １ か ら の 電 力 量 パ ル ス と 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ ２ か ら の 電 力 量 パ ル ス と を 、 符
号 を 考 慮 し て 総 合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ か ら の 電 力 量 パ ル
ス を 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ５ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） す る と 共 に 、 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １
２ か ら の 電 力 量 パ ル ス を 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 値 、
及 び 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ に 記 憶 さ れ て い る 値 が 「 ０ 」 や 「 予 め 設 定 し た 値 以 上 の 値 」
に な っ た と き 、 即 ち 、 所 定 範 囲 以 外 の 値 に な っ た と き に 異 常 が 発 生 し た こ と 判 定 し 、 そ の
旨 を 表 す 異 常 判 定 情 報 を 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
更 に 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 総 合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ 、 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １
５ 、 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ 及 び 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ れ て い る 内 容 を 表 示 部
９ に 送 る 。 こ れ に よ り 、 総 合 電 力 量 、 第 １ 相 電 力 量 、 第 ３ 相 電 力 量 及 び 異 常 判 定 情 報 が 表
示 部 ９ に 表 示 さ れ る 。 ま た 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 総 合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ 、
第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ５ 、 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ 及 び 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 さ
れ て い る 内 容 を 通 信 部 １ ０ に 送 る 。 こ れ に よ り 、 通 信 部 １ ０ は 、 総 合 電 力 量 、 第 １ 相 電 力
量 、 第 ３ 相 電 力 量 及 び 異 常 判 定 情 報 を 電 力 会 社 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 に よ れ ば 、 第 １ 相 電 力 量
と 第 ３ 相 電 力 量 と を 合 成 し て 積 算 し た 総 合 電 力 量 だ け で な く 、 第 １ 相 電 力 量 、 第 ３ 相 電 力
量 及 び 異 常 判 定 情 報 を 記 憶 し て お り 、 適 宜 、 表 示 部 ９ へ 表 示 し た り 通 信 部 １ ０ を 介 し て 電
力 会 社 に 送 る こ と が で き る 。 従 っ て 、 故 障 や 異 常 が 発 生 し た 場 合 に 、 需 要 家 又 は 電 力 会 社
に お い て 、 そ れ ら を い ち 早 く 発 見 で き 、 計 量 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ か ら の 電 力 量 パ ル ス と 第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ ２ か
ら の 電 力 量 パ ル ス を 合 成 し て 総 合 電 力 量 を 求 め る 場 合 、 累 積 加 算 し た 値 が 正 （ ＋ ） で も 力
率 の 状 態 や 後 述 す る 三 相 ３ 線 式 な ど に 適 用 し た と き に （ 例 え ば 逆 接 続 の た め に ） 片 方 が 負
（ － ） の 場 合 が あ る の で 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ は 、 符 号 を 考 慮 し て 電 力 量 パ ル
ス を 累 積 加 算 す る 処 理 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 計 器 用 変 成 器 を 使 用 し た 変 成 器 付 三 相 ３ 線 式 の 電 子 式 電 力
量 計 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 電 子 式 電 力 量 計 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 計 器 用 変 成 器 ３ ２ で 変 圧 さ れ た 電 圧 及 び 変 流
さ れ た 電 流 を そ れ ぞ れ 入 力 す る た め の 電 圧 端 子 ３ ３ と 電 流 端 子 ３ ４ と を 分 離 し て 備 え て い
る 。 計 器 用 変 成 器 ３ ２ は 、 電 源 電 圧 を 変 圧 す る こ と に よ り 生 成 し た 第 １ 相 の 電 圧 、 第 ２ 相
の 電 圧 及 び 第 ３ 相 の 電 圧 、 並 び に 電 源 電 流 を 変 流 す る こ と に よ り 生 成 し た 第 １ 相 の 電 流 及
び 第 ３ 相 の 電 流 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
電 圧 端 子 ３ ３ は 、 計 器 用 変 成 器 ３ ２ か ら の 第 １ 相 の 変 圧 さ れ た 電 圧 が 供 給 さ れ る 端 子 Ｐ １
、 第 ２ 相 の 変 圧 さ れ た 電 圧 が 供 給 さ れ る 端 子 Ｐ ２ 及 び 第 ３ 相 の 変 圧 さ れ た 電 圧 が 供 給 さ れ
る 端 子 Ｐ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。 第 １ 電 圧 検 出 部 （ Ｖ Ｔ １ ） ５ は 、 第 ２ 相 と 第 １ 相 と の 間
の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 圧 Ｖ １ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ に 送 る 。 第 ３ 電 圧 検 出 部 （ Ｖ Ｔ ３ ）
７ は 、 第 ２ 相 と 第 ３ 相 と の 間 の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 圧 Ｖ ３ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ に 送 る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 電 流 端 子 ３ ４ は 、 計 器 用 変 成 器 ３ ２ か ら の 第 １ 相 の 変 流 さ れ た 電 流 が 入 力 さ れ る 端
子 １ Ｓ 、 第 １ 相 の 変 流 さ れ た 電 流 が 出 力 さ れ る 端 子 １ Ｌ 、 計 器 用 変 成 器 ３ ２ か ら の 第 ３ 相
の 変 流 さ れ た 電 流 が 入 力 さ れ る 端 子 ３ Ｓ 及 び 第 ３ 相 の 変 流 さ れ た 電 流 が 出 力 さ れ る 端 子 ３
Ｌ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
第 １ 電 流 検 出 部 （ Ｃ Ｔ １ ） ４ は 、 第 １ 相 の 電 流 経 路 に 設 け ら れ て お り 、 端 子 １ Ｓ と 端 子 １
Ｌ と の 間 に 流 れ る 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 Ｉ １ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ に 送 る 。 第 ３ 電 流 検
出 部 （ Ｃ Ｔ ３ ） ６ は 、 第 ３ 相 の 電 流 経 路 に 設 け ら れ て お り 、 端 子 ３ Ｓ と 端 子 ３ Ｌ と の 間 に
流 れ る 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 Ｉ ３ を 計 量 ・ 制 御 部 ８ に 送 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
第 １ 電 流 検 出 部 ４ か ら の 電 流 Ｉ １ 、 第 １ 電 圧 検 出 部 ５ か ら の 電 圧 Ｖ １ 、 第 ３ 電 流 検 出 部 ６
か ら の 電 流 Ｉ ３ 及 び 第 ３ 電 圧 検 出 部 ７ か ら の 電 圧 Ｖ ３ が 入 力 さ れ る 計 量 ・ 制 御 部 ８ の 構 成
及 び 動 作 は 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 で 説 明 し た も の と 同 じ で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の よ う に 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 に よ れ ば 、 電 源 か ら の 電 力 が 計 器 用 変
成 器 ３ ２ で 降 圧 及 び 減 流 さ れ て 第 １ 電 圧 検 出 部 ５ 、 第 ３ 電 圧 検 出 部 ７ 、 第 １ 電 流 検 出 部 ４
及 び 第 ３ 電 流 検 出 部 ６ に 供 給 さ れ る の で 、 高 圧 用 の 電 子 式 電 力 量 計 と し て 使 用 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 は 、 計 器 用 変 成 器 を 使 用 し た 変 成 器 付 三 相 ４ 線 式 の 電 子 式 電 力
量 計 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の 電 子 式 電 力 量 計 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 計 器 用 変 成 器 ４ ２ で 変 圧 さ れ た 電 圧 、 及 び 変
流 さ れ た 電 流 を そ れ ぞ れ 入 力 す る た め の 電 圧 端 子 ４ ３ と 電 流 端 子 ４ ４ と を 分 離 し て 備 え て
い る 。 ま た 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 構 成 に 加 え 、 第 ２ 電 流 検 出 部 （ Ｃ Ｔ ２
） ４ ５ 及 び 第 ２ 電 圧 検 出 部 （ Ｖ Ｔ ２ ） ４ ６ を 備 え て い る 。 更 に 、 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ は 、 第
２ 電 流 検 出 部 ４ ５ 及 び 第 ２ 電 圧 検 出 部 ４ ６ か ら の 電 流 Ｉ ２ 及 び 電 圧 Ｖ ２ を 処 理 す る た め の
第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 ４ ８ を 備 え て い る 。 な お 、 詳 細 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
計 器 用 変 成 器 ４ ２ は 、 電 源 電 圧 を 変 圧 す る こ と に よ り 生 成 し た 第 １ 相 の 電 圧 、 第 ２ 相 の 電
圧 、 第 ３ 相 の 電 圧 及 び ニ ュ ー ト ラ ル 相 の 電 圧 、 並 び に 電 源 電 流 を 変 流 す る こ と に よ り 生 成
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し た 第 １ 相 の 電 流 、 第 ２ 相 の 電 流 及 び 第 ３ 相 の 電 流 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
電 圧 端 子 ４ ３ は 、 計 器 用 変 成 器 ４ ２ か ら の 第 １ 相 の 変 圧 さ れ た 電 圧 が 供 給 さ れ る 端 子 Ｐ １
、 第 ２ 相 の 変 圧 さ れ た 電 圧 が 供 給 さ れ る 端 子 Ｐ ２ 、 第 ３ 相 の 変 圧 さ れ た 電 圧 が 供 給 さ れ る
端 子 Ｐ ３ 及 び ニ ュ ー ト ラ ル 相 の 電 圧 が 供 給 さ れ る 端 子 Ｐ ０ か ら 構 成 さ れ て い る 。 第 １ 電 圧
検 出 部 （ Ｖ Ｔ １ ） ５ は 、 ニ ュ ー ト ラ ル 相 と 第 １ 相 と の 間 の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 圧 Ｖ
１ を 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ に 送 る 。 第 ２ 電 圧 検 出 部 （ Ｖ Ｔ ２ ） ４ ６ は 、 ニ ュ ー ト ラ ル 相 と 第 ２
相 と の 間 の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 圧 Ｖ ２ を 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ に 送 る 。 第 ３ 電 圧 検 出 部
（ Ｖ Ｔ ３ ） ７ は 、 ニ ュ ー ト ラ ル 相 と 第 ３ 相 と の 間 の 電 圧 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 圧 Ｖ ３ を 計
量 ・ 制 御 部 ４ ７ に 送 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 電 流 端 子 ４ ４ は 、 計 器 用 変 成 器 ４ ２ か ら の 第 １ 相 の 変 流 さ れ た 電 流 が 入 力 さ れ る 端
子 １ Ｓ 、 第 １ 相 の 変 流 さ れ た 電 流 が 出 力 さ れ る 端 子 １ Ｌ 、 計 器 用 変 成 器 ４ ２ か ら の 第 ２ 相
の 変 流 さ れ た 電 流 が 入 力 さ れ る 端 子 ２ Ｓ 、 第 ２ 相 の 変 流 さ れ た 電 流 が 出 力 さ れ る 端 子 ２ Ｌ
、 計 器 用 変 成 器 ３ ２ か ら の 第 ３ 相 の 変 流 さ れ た 電 流 が 入 力 さ れ る 端 子 ３ Ｓ 及 び 第 ３ 相 の 変
流 さ れ た 電 流 が 出 力 さ れ る 端 子 ３ Ｌ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 １ 電 流 検 出 部 （ Ｃ Ｔ １ ） ４ は 、 第 １ 相 の 電 流 経 路 に 設 け ら れ て お り 、 端 子 １ Ｓ と 端 子 １
Ｌ と の 間 に 流 れ る 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 Ｉ １ を 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ に 送 る 。 第 ２ 電 流
検 出 部 （ Ｃ Ｔ ２ ） ４ ５ は 、 第 ２ 相 の 電 流 経 路 に 設 け ら れ て お り 、 端 子 ２ Ｓ と 端 子 ２ Ｌ と の
間 に 流 れ る 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 Ｉ ２ を 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ に 送 る 。 第 ３ 電 流 検 出 部
（ Ｃ Ｔ ３ ） ６ は 、 第 ３ 相 の 電 流 経 路 に 設 け ら れ て お り 、 端 子 ３ Ｓ と 端 子 ３ Ｌ と の 間 に 流 れ
る 電 流 を 検 出 し 、 検 出 し た 電 流 Ｉ ３ を 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ に 送 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ４ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ の 詳 細 な 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 計 量 ・ 制 御 部 ４ ７ は 、 本 発 明 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係
る 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 ８ に 、 第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 ４ ８ が 追 加 さ れ る と 共 に
、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ に 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部 ４ ９ が 追 加 さ れ た パ ル ス 処 理 ・ 計
量 ・ 制 御 部 １ ３ Ａ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 ４ ８ は 、 第 ２ 電 流 検 出 部 ４ ５ か ら の 電 流 Ｉ ２ と 第 ２ 電 圧 検 出 部 ４
６ か ら の 電 圧 Ｖ ２ と を 乗 算 す る こ と に よ り 第 ２ 相 の 電 力 を 算 出 し 、 更 に 、 こ の 算 出 さ れ た
電 力 を 、 該 電 力 に 比 例 し た 周 波 数 を 有 し 且 つ 正 （ ＋ ） 又 は 負 （ － ） の 符 号 を 有 す る パ ル ス
に 変 換 す る 。 第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 ４ ８ で 得 ら れ た パ ル ス は 、 電 力 量 パ ル ス を 表 す 信 号
と し て 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ Ａ は 、 例 え ば マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ か ら 構 成 さ れ て お り 、
総 合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ 、 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ５ 、 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部 ４ ９ 、 第 ３ 相 電 力
量 記 憶 部 １ ６ 及 び 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 １ ７ を 備 え て い る 。 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３
Ａ は 、 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ か ら の 電 力 量 パ ル ス 、 第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 ４ ８ か
ら の 電 力 量 パ ル ス 及 び 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ ２ か ら の 電 力 量 パ ル ス を 、 符 号 を 考 慮 し
て 総 合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ Ａ は 、 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ か ら の 電 力 量 パ
ル ス を 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ５ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） し 、 第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 ４ ８ か ら
の 電 力 量 パ ル ス を 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部 ４ ９ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） し 、 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換
部 １ ２ か ら の 電 力 量 パ ル ス を 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ に 累 積 加 算 （ 積 算 ） す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ Ａ は 、 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 値
、 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部 ４ ９ に 記 憶 さ れ て い る 値 、 又 は 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ に 記 憶 さ れ
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て い る 値 が 「 ０ 」 や 「 予 め 設 定 し た 値 以 上 の 値 」 に な っ た と き 、 異 常 が 発 生 し た こ と 判 定
し 、 そ の 旨 を あ ら わ す 異 常 判 定 情 報 を 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 １ ７ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
更 に 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ Ａ は 、 総 合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ 、 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部
１ ５ 、 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部 ４ ９ 、 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ 及 び 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 １ ７ に
記 憶 さ れ て い る 内 容 を 表 示 部 ９ に 送 る 。 こ れ に よ り 、 総 合 電 力 量 、 第 １ 相 電 力 量 、 第 ２ 相
電 力 量 、 第 ３ 相 電 力 量 及 び 異 常 判 定 情 報 が 表 示 部 ９ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部 １ ３ Ａ は 、 総 合 電 力 量 記 憶 部 １ ４ 、 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部
１ ５ 、 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部 ４ ９ 、 第 ３ 相 電 力 量 記 憶 部 １ ６ 及 び 異 常 判 定 情 報 記 憶 部 １ ７ に
記 憶 さ れ て い る 内 容 を 通 信 部 １ ０ に 送 る 。 こ れ に よ り 、 通 信 部 １ ０ は 、 総 合 電 力 量 、 第 １
相 電 力 量 、 第 ２ 相 電 力 量 、 第 ３ 相 電 力 量 及 び 異 常 判 定 情 報 を 電 力 会 社 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 に よ れ ば 、 ３ 相 交
流 の 各 相 に 故 障 や 異 常 が 発 生 し た 場 合 に 、 需 要 家 又 は 電 力 会 社 に お い て 、 そ れ ら を い ち 早
く 発 見 で き 、 計 量 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電
子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 ８ に お け る 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ 及 び 第 ３ 電 力 － パ ル
ス 変 換 部 １ ２ の 機 能 を 、 電 力 乗 算 ・ 計 量 ・ 制 御 部 ６ １ に お い て 、 ソ フ ト ウ ェ ア 処 理 で 実 現
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ５ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 ８ Ａ の 詳 細 な 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 計 量 ・ 制 御 部 ８ Ａ は 、 電 力 乗 算 ・ 計 量 ・ 制 御 部 ６ １ か ら 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
電 力 乗 算 ・ 計 量 ・ 制 御 部 ６ １ は 、 例 え ば マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ か ら 構 成 さ れ て お り 、 第 １
電 流 検 出 部 ４ か ら の 電 流 Ｉ １ 、 第 １ 電 圧 検 出 部 ５ か ら の 電 圧 Ｖ １ 、 第 ３ 電 流 検 出 部 ６ か ら
の 電 流 Ｉ ３ 及 び 第 ３ 電 圧 検 出 部 ７ か ら の 電 圧 Ｖ ３ が 直 接 に 供 給 さ れ る 。 こ れ ら 電 流 Ｉ １ 、
電 圧 Ｖ １ 、 電 流 Ｉ ３ 及 び 電 圧 Ｖ ３ は 、 電 力 乗 算 ・ 計 量 ・ 制 御 部 ６ １ の 内 部 に 設 け ら れ た Ａ
／ Ｄ 変 換 器 （ 図 示 せ ず ） に よ り デ ジ タ ル で 変 換 さ れ た 後 、 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お
け る 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ 及 び 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ ２ と 同 等 の 機 能 、 即 ち 乗
算 と パ ル ス 変 換 が ソ フ ト ウ ェ ア の 処 理 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 ４ の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２
の 実 施 の 形 態 に お け る 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ １ 及 び 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部 １ ２ と 同
等 の 機 能 、 即 ち 乗 算 と パ ル ス 変 換 が ソ フ ト ウ ェ ア の 処 理 に よ っ て 行 う よ う に し た の で 、 部
品 点 数 が 少 な く な り 、 ワ ン チ ッ プ 化 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 電 圧 Ｖ １ 、 Ｖ ３ 又 は 電 流 Ｉ １ 、 Ｉ ３ の 欠 落 を 発 見 す る こ と が で き 、 ま た 、 電 力 量 が
「 ０ 」 や 「 予 め 設 定 し た 値 以 上 の 数 値 」 以 上 に な っ た 場 合 は 、 勿 論 、 「 予 め 設 定 し た 値 以
上 の 直 流 成 分 値 」 も 判 定 す る こ と が 可 能 に な り 、 こ れ を 異 常 判 定 情 報 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 故 障 や 異 常 が 発 生 し た 場 合 に 、 そ れ ら を 直 ち に 発
見 し て 計 量 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 電 子 式 電 力 量 計 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 の 構 成 を 示 す ブ
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ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 の 構 成 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 の 構 成 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 式 電 力 量 計 及 び 従 来 の 電 子 式 電 力 量 計 の 構
成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 電 子 式 電 力 量 計 の 計 量 ・ 制 御 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 電 源 側 端 子
３ 　 負 荷 側 端 子
４ 　 第 １ 電 流 検 出 部
５ 　 第 １ 電 圧 検 出 部
６ 　 第 ３ 電 流 検 出 部
７ 　 第 ３ 電 圧 検 出 部
８ 　 計 量 ・ 制 御 部
９ 　 表 示 部
１ ０ 　 通 信 部
１ １ 　 第 １ 電 力 － パ ル ス 変 換 部
１ ２ 　 第 ３ 電 力 － パ ル ス 変 換 部
１ ３ 　 パ ル ス 処 理 ・ 計 量 ・ 制 御 部
１ ４ 　 総 合 電 力 量 記 憶 部
１ ５ 　 第 １ 相 電 力 量 記 憶 部
１ ６ 　 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部
１ ７ 　 異 常 判 定 情 報 記 憶 部
３ ２ 　 計 器 用 変 成 器
３ ３ 　 電 圧 端 子
３ ４ 　 電 流 端 子
４ ２ 　 計 器 用 変 成 器
４ ３ 　 電 圧 端 子
４ ４ 　 電 流 端 子
４ ５ 　 第 ２ 相 電 流 検 出 部
４ ６ 　 第 ２ 相 電 圧 検 出 部
４ ７ 　 計 量 ・ 制 御 部
４ ８ 　 第 ２ 電 力 － パ ル ス 変 換 部
４ ９ 　 第 ２ 相 電 力 量 記 憶 部
６ １ 　 電 力 乗 算 ・ 計 量 ・ 制 御 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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